
学校感染症（出席停止）について 

学校は子どもたちが集団で長時間生活を共にする場です。感染症の集団発症や流行をできるだけ防

ぐことはもちろん、一人ひとりの子どもが快適に生活できることが大切です。 

そのためにも、早めの受診、集団生活が可能な状態に回復してからの登校をお願いいたします。以下

の疾病は各証明書・届の手続きが必要になりますので、ご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

○医師の登校許可を受け、保護者が記入する【感染症治ゆ届】が必要な感染症 

感染症名 出席停止となる期間 

インフルエンザ 発症した後５日を経過し、かつ、解熱後２日を経過するまで 

新型コロナウイルス感染症 発症した後５日を経過し、かつ、症状が軽快した後１日を経過するまで 

腸管出血性大腸菌感染症(O-157) 病状により伝染のおそれがないと認められるまで 

感染症治ゆ届は学校ホームページよりダウンロード可能です。また、担任に言っていただいた際に、学

校よりお渡ししています。 

 

◎医師が記入した【治ゆ証明書】が必要な感染症 

感染症名（通称名） 出席停止となる期間（通常、医師より指示あり） 

百日咳 特有の咳が消失するまで、又は５日間の適正な抗生物質製剤によ

る治療が終了するまで 

麻疹（はしか） 解熱後３日を経過するまで 

流行性耳下腺炎（おたふく） 耳下腺、顎下腺、又は舌下腺の腫脹が発現した後５日間を経過し、

かつ、全身状態が良好になるまで 

風疹（三日はしか） 発疹が消失するまで（発症後 約１週間） 

水痘（水ぼうそう） すべての発疹が痂皮化するまで（発症後 約１週間） 

咽頭結膜熱（アデノウイルス） 主要症状が消退した後２日を経過するまで 

（プール使用は上記の後約２週間は避ける） 

結核 病状により伝染のおそれがないと認められるまで 

流行性角結膜炎（はやり目） 主要症状が消失するまで（約１週間） 

急性出血性結膜炎 発症後５日間 

骨髄炎菌性髄膜炎 病状により伝染のおそれがないと認められるまで 

治ゆ証明書は、学校にご連絡いただいた際に、ご用意してお渡ししています。医療機関にお持ちいた

だき、学校を休んだ期間を医師に記入していただく様式になっています。 

 

※ 大和市では以下の感染症は出席停止にはならず、欠席扱いとなります。 

溶連菌感染症、ウィルス性感染症、手足口病、マイコプラズマ感染症、ヘルパンギーナ、 

伝染性紅斑（りんご病）、流行性嘔吐下痢症（ノロウイルス）、帯状疱疹 等    

 

 

 


